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早稲田大学大和稲門会会報第 52 号 

新 年 の ご 挨 拶    大和稲門会会長 児浦義文 
  

皆様、明けましておめでとうございます 

昨年を振り返りますと、夏は例年にない猛暑続きで世界各地で災害が多発、また、

地政学リスクも一段と高まりました。わが国でも参議院選で連立与党が過半数割

れで政権の枠組みが変更する中、初の女性総理が誕生しました。 

わが母校の早稲田大学では、2032 年創立 150 周年に向けて、「総合知」による

「人類に貢献する早稲田」を目指して躍進しております。大和稲門会では昨年 2 月

総会において、私が第 5 代会長に就任し、会員の増強、魅力ある稲門会活動の推

進を目指しスタート、5名の新たな会員が加入されましたが、一方で、当会を創立

当時から支えていただいた 4 名の先輩会員の相次ぐ逝去などもあり、会員数は伸

び悩んでおります。 

今年度も引続き、会員の増強、魅力ある稲門会活動・地域貢献活動を推進してまいりますが、これらの

活動を相互に有機的に連携した活動にしたいと考えております。例えば、地域貢献活動を推進する事は、

会員の満足につながり、会の PR にもなり会員の増強にもつながるのではないかと思います。また、若手

や女性の入会の促進、活用を図り全員参加の会の運営を行っていく所存です。 

今年は「午年」です。午年に因み大いに飛躍する年にしたいと念願しています。 

お互い健康に留意され楽しく明るい 1 年を過ごしましょう。 

今年もどうぞ宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

◇会員数 60 名（2025．12．31 現在） 

◇2025 年 7 月～12 月に行われた行事・イベントは次の通りです。 

2025.07.01    「稲門やまと第 51 号」発行 

2025.07.26    「2025 年夏季懇親会」開催（北京飯店） 

2025 年 4～7 月  稲門祭記念品販売 

2025 年 4～8 月  会員増強活動 

2025.08.23    大和サロン 8 月例会開催（勉強会：健康寿命を延ばす） 

2025.10.04    バーベキュー大会開催（Wild Beach キャンプ場） 

2025.10.11    関東大学対抗ラグビー試合（早大対筑波大）応援（大和スタジアム） 

2025.10.19    2025 稲門祭参加 

2025.10.25    大和サロン 10 月例会開催（講演：違いを超えて咲く華） 

2025.11.01    2025 県支部大会参加（主管：鎌倉稲門会） 

2025.11.22    秋のハイキング実施（大山阿夫利神社散策） 

発行所 早稲田大学大和稲門会 

発行人 会 長  児浦 義文 

事務局長 小澤 重晴 

    〒242-0007 大和市中央林間 2-16-35 

TEL   046-276-8841 

編集人 小澤重晴、児浦義文、大竹昌彦 

URL    https://yamato-tomonkai.com 
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◇2026 年 1 月～7 月に予定の行事・イベントは以下の通りです。 

2026.1 月 2～3 日 箱根駅伝沿道応援（藤沢稲門会応援会場） 

2026.01.15   「稲門やまと第 52 号」発行 

2026.02.28   2026 年(第 33 回)大和稲門会定時総会・懇親会開催（北京飯店） 

2026 年 5 月   早慶懇親コンペ開催（小田急藤沢 GC） 

2026 年 5 月   春のハイキング開催 

2026 年 4～7 月 2026 年稲門祭記念品販売 

2026.07.01   「稲門やまと第 53 号」発行 

2026 年 7 月   夏季懇親会開催 

 

 

 

 

 

開催日時：2025 年 7 月 26 日（土）（13：00～15：30） 

会 場： 北京飯店： 

参加者： 24 名 

 

懇親会に先だって、岩田百浪氏によるアコーデオン漫謠が行なわれた。岩田氏のアコーデイオンに合わせ

て、参加者全員で「君といつまでも」を皮切りに「若者たち」、「星影のワルツ」、「君こそわが命」などを

合唱し会場は楽しい雰囲気に盛り上がりました。 

 

●懇親会 

懇親会は、関根副会長の開会宣言でスタートし、先ず児浦会長により開会のご挨拶がありました。児浦会

長は、今年になりご逝去された 4 人の先輩会員の尽力に触れ弔意を述べられました。また、今年度の当会

の発展と活性化に向けた会員の協力と団結を訴えられました。 

続いて、古谷田大和市長による乾杯の音頭で会食が始まった。 

会食後暫くして小澤幹事長より、当会の今後の主な行事について 8 月の大和サロン、10 月のバーベキュー

大会、11 月の県支部大会等の紹介がありました。 

 次に、新入会員紹介コーナがあり、最近入会された佐藤知明氏と

樋田郁子氏（当日欠席）の入会が紹介され、佐藤氏からは自己紹介

をしていただいた。また、現役学生（柳原君）も 1 名参加されまし

た。 

アトラックションとして、芸名「アタチ稔」氏による「お笑いマ

ジック」が披露された。巧妙な語りとマジックに会場は笑いの渦に

包まれ、中でも「風船飲みマジック」は本格的な芸で、参加者から

大きな拍手がありました。 

最後に、校歌斉唱、エール（関根副会長）、閉会の挨拶（蒐場副会長）

があり、懇親会はお開きとなりました。（記：小澤） 

 

 

 

 
開催日：2025 年 11 月 1 日（土） 

主 管：鎌倉稲門会 

会 場：鎌倉プリンスホテル バンケットホール七里が浜 

総参加者:200 名 （当会参加者：10 名） 

「2025 年夏季懇親会」開催報告 

「2025 神奈川県支部大会」参加報告 
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2025 年秋のハイキングの報告 

県支部大会（式典）の部  

 会場は湘南海岸七里が浜を望む鎌倉プリンスホテルで、大きな窓から望む七里が浜は夕日に赤く染ま

り気分も高揚してきました。 

式典は定刻 14 時半より開始されました。先ず大会旗を先頭に、来

賓・県下 14 稲門会会長が入場され正面舞台に着座する。司会者の開

会宣言の後、鎌倉稲門会の兵藤会長から歓迎の挨拶が、神奈川県支

部の東島支部長からは大会会長挨拶がありました。 

 次に来賓を代表して、早稲田大学の田中総長よりご挨拶と「創立

150 周年記念事業～2032 年をこえて」と題しての講演が行われまし

た。 

  鎌倉稲門会より早稲田大学への寄付金の贈呈式の後、鎌倉居合

道協会会長の本阿彌光次氏より「日本刀とふれあう」と題しての講

演と、今村 8 段（鎌倉稲門会員）による圧巻の居合道の演武が披露

されました。最後に閉会の挨拶で支部大会（式典）の部は終了しま

した。 

 

懇親会の部  

 司会の開会宣言で懇親会が始まりました。先ず、鎌倉稲

門会の兵藤会長が開会挨拶を述べられ、続いて早稲田大学

来賓者の紹介と挨拶と続き、乾杯のご発声で開宴となりま

した。 

 鎌倉プリンスホテル自慢の料理と飲み物がテーブルに運

ばれ会食が始まると、会場には談笑の声がこぼれ始め、雰

囲気が次第に和やかになります。そんな中、アトラクショ

ンとして、早稲田大学応援部のチア―リーダによる演技が

始まり会場の雰囲気が一気に盛り上がります。 

 宴たけなわの中、舞台上では、恒例の「大会旗の継承

式」が行われ、県支部大会旗は鎌倉稲門会から 2026 年主

管の小田原稲門会の和田会長に引き継がれました。 

 最後に、校歌斉唱と閉会の挨拶で懇親会はお開きとなり

ました。 （記：小澤） 

  

 

 

 

 

 

 

開催日：2025 年 11 月 22 日（土） 

行 先：大山阿夫利神社散策 

参加者：石川、児浦、小澤、関根、大竹 （合計５名） 

2025 年秋のハイキングは、紅葉の名所といわれる大山詣を実施しました。大山阿夫利神社は 2014 年に

次いで 2 回目の訪問でした。前回は若かったせいもあり、阿夫利神社下社からさらに先の「見晴台」まで

登りましたが、今回はケーブルカーを利用して登り、しかも阿夫利神社下社を最終目的地としましたが正

解でした。 

小田急線伊勢原駅からバスで終着駅の大山阿夫利神社「登り口」まで行き、そこからケーブルカーの発

着地までは歩きます。「こま参道」と呼ばれるこの道は、両側に土産店が建ち並び風情のある登山道です

同 好 会 活 動 報 告 

大会旗継承式 

大和稲門会の参加者テーブル 
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大和サロンの例会報告 

カラオケ同好会の活動報告 

が、400 段階段が続き高齢の参加者には堪えます。やっとの思

いでケーブル駅に辿り着くと、驚いたことに駅は観光や登山者

で長蛇の列、ケーブルカーに乗るまで約１時間も掛りました。 

乗車し５分ほどで終点の「阿夫利神社駅」に到着です。ここ

から見る、相模湾から三浦半島の下界の光景や神社周辺の山の

紅葉は絶景で、疲れも吹き飛びました。阿夫利神社にお参りし、

写真撮影や豚汁をいただく等暫く休憩し下山に向かいました。 

昼食は、「こま参道」周辺で名物豆腐料理を食べる予定でし

たが、どの店も満席でやむなく伊勢原駅まで戻り、駅前の食事

処でのどを潤し空腹を満たし帰路に向かいました。 

９１歳で参加いただいた石川相談役はじめ、参加した皆様お

疲れ様でした。（幹事：関根） 

 

 

 

 

 2025 年 7 月～12 月の例会は、７月のお盆休みを除き毎

月開催しました。 

残念なことに、会場として使用してきたお店「ペメル」

が、マスターの高齢のため１０月で閉店したため、新しい

会場が見つかるまでは、１１月例会はカラオケ館「まねき

猫（南林間店）」で、１２月例会は、コロッケクラブで開催

しました。最近は、女性の参加者が増え楽しい会となって

います。 

 

◇2026 年１月からは下記が常設会場となります。 

店名： ミュージックサロン「コルドンブルー」 

（最寄り駅：小田急線桜ヶ丘駅より徒歩 3 分） 

住所：大和市福田 5510-2 小菅ビル 1 階  

TEL:080-3415-1229 

 ◇開催日も 2026 年 1 月例会より毎月第 4 木曜日 14：00～17：00 に変更いたします。 

皆さん今年も健康のため大いに歌い楽しみましょう。（世話人：蒐場） 

 

 

 

 

●８月例会（勉強会） 講師：小林 美佐子氏（当会会員） 

テーマ：「健康寿命を延ばす ―分子整合栄養学の視点から」 

＊小林女史は、主婦業の傍ら早大人間科学部、博士課程で分  

子栄養学を学んだ勉強家、「栄養と体調について」分子栄 

養学の観点から詳細な資料と共に講演していただいた。 

＊タンパク質の重要性を説明、卵は１日３個摂取を勧める。  

 肉類は長寿の元 

＊高濃度ビタミン C 摂取で四半世紀飲んでいた薬が不要に。 

＊勉強会は大変好評で、お話していただいた内容を「早速試  

してみたい」との参加者も多かった。 

勉強会の模様（中央が小林女史） 

ケーブルカー終点駅にて 

ペメルでの最後の例会 

（中央の二人はマスター夫婦） 
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バーベキュー大会の開催報告 

●10 月例会（講演会） 講師：トルオン テイ トウイ チャン氏 

演題：「違いを超えて咲く華」～まるごとベトナム まるごと日本 そして私～ 

チャン氏一家は父親が軍人でした。30 年前、チャン氏が未だ 10 代後

半の頃、ベトナム戦争が終わり、南ベトナムにいたチャン氏一家は北ベ

トナムからの迫害を恐れ家族 7 人で「いわゆるボートピープル」として

小舟で国外脱出を図りました。航行中、オランダ貨物船に救助され、大

変な経緯を経た後、日本に到着しました。 

日本では地元の日本の学校に通い、言葉の壁、就職の壁、差別や困難

に遭遇しながらも耐え、卒業後は通訳の資格を取得し現在は外国人の相

談窓口の相談員としてベトナムをはじめ東南アジア出身者の相談、支援

を行っています。 

大和市にはベトナム人が多く暮らしていて、チャン氏は今では同胞から

も頼りにされている存在となっています。 

当日は、大和稲門会関係者 17 名のほか、チャン氏と交流のある方 23

名を加え合計 40 人が参加いて頂きました。「素晴らしい講演に感激しま

した」との参加者の声、拍手喝采で講演は終わりました。（世話人：児浦） 

 

 

 

 

 

開催日：2025 年 10 月４日（土） 

会 場：WILDBEACH 座間  

参加者：大和稲門会（14 名）、近隣校友会（7 名） 

 

大和稲門会バーベキュー大会は、コロナ禍により中止が続いて

おりましたが、多くの会員からの再会要望を受けて、児浦会長の就

任を機に 7 年ぶりに復活開催が実現しました。 

当日は生憎の小雨模様となったものの、会員・ご来賓あわせて 20

名を超える方々にご参加いただきました。 

会長のご挨拶に続き、他大学校友会の来賓の挨拶では校友会同

士の交流や早慶戦などを通じた親睦への期待が語られました。 

また、大和市長であり当会会員でもある古谷田力氏もご来場くだ

さり、1 時間以上にわたり交流を深めて下さいました。 

会場では、参加者が協力して調理や火起こしを行いながら、テー

ブルを移動して語らいを重ねるなど、終始和やかな雰囲気に包ま

れました。最後は集合写真を撮影し、盛況のうちに閉会となりまし

た。（記：大竹） 

 

＜大和稲門会参加者:14 名＞ 

児浦、古谷田、 石川、 小澤、 蒐場、関根、 渡辺、 田中、 宮島、 

佐々木、 堀合、 橘川、 村田、 大竹） 

＜ご来賓：7 名＞ 

大和三田会（4 名）、大和桜門会（1 名）、明大校友会（2 名） 

 

 

 
会食後の集合写真 

会食中の懇談風景 

講演中のチャン氏 
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寄稿      今、私は 52 才      滝本太郎（S54 法学部卒 

昨年９月、大隈講堂近くの店で、法学部がメインの「蛍法会」が開かれ、その昭

和４５年から昭和５０年入学あたりの３０人近くが集まった。 

弁護士などで現役の人は実に少なく、多くは銀行員や公務員などになり、今は

悠々自適の感じ。でも皆、何か社会的なこと、地域のことをしていて様々な話が聞

ける。現役時代の地位は関係ないのが心地よい。 

大学時代、とある浜辺の宿での勉強合宿での「参加費盗難事件」で皆、警察に指

紋を採られた事件の後始末やら、人の噂や学生運動の話も聞き「おおっ」と聞く。

この歳になると健康と家庭がメイン、「黙祷」には現実感がある。 

自己紹介では「５２歳です」と言ってウケル。６０歳以上にはならず１つずつ若

くなるのでして。仕事では、今も様々な一般事件の外、オウム真理教（アレフなど）やミニカルトでの闘

いが続いている。社会的には、自然科学に反する性自認至上主義との闘いとして、2024 年 12 月に自民党

議連がようやくまとめた「男女別に利用される施設等における女性の安全かつ安心な利用のための環境の

確保の促進に関する法律（案）」の成立を目指している。また昨年１１月からは、イスラム教絡みのトラブ

ル防止のためにネット署名活動をしている。 

「①路上・公園礼拝、②ブルカ、③公金支出、④特別給食、⑤大音量アザーン、⑥児童への礼拝教示、⑦

土葬そして、⑧施設建築についての検討、また⑨入国政策につき、法令を守る宣言や政教分離への理解を

検討されたい。」です。ググって下さい。 

歳をとると怖いものなし、自分の考えで積極的に動きましょう。 

 

    

     寄稿       登山と私について     遠藤崇哲（H5 年政経卒） 

 

「なぜ山に登るのか」という問いに対して、登山家のジョージ・マ

ロリーは、「そこに山があるから」という言葉を残しています。 

この著名な言葉は、「目標があるから挑戦する」、「目的がなくても、

そこにあるものに惹かれる」などの意味で解釈されていますが、私に

とっては、それだけではないものを登山は与えてくれたと感じていま

す。 

私にとって登山は、幼少のころに、山好きであった父に連れられて

始めたのがきっかけでした。当時は、子どもながらにちょっとした非

日常に興奮したり、山頂から眺める景色に心を奪われたりしていたの

だと思いますが、その後、高校では山岳部に、大学に進学してからは

山岳サークルに所属したのも、ごく自然な流れであったのかもしれま

せん。 

仲間とともに急峻な岩稜地帯を越えて、北アルプスの 3,000ｍ峰の

山頂に立った時の達成感など、今でも忘れられないような感慨を私に

与えてくれましたが、登山は常にそのようなスリリングな場面ばかり

があるわけではありません。むしろ、山頂までのアプローチで、単調

な林道や鬱蒼とした樹林帯の中をひたすら歩き続けなければならないなど、その頂に立つためには多くの

時間を費やすことが求められます。 

山頂までのアプローチに費やす時間はとても長く、そして辛いものでしたが、私には様々な思考を重ね

ることができる大変貴重な時間であったように思います。時には、授業の内容や友人・家族のこと、将来

の夢など、さらには、これらを多面的に考えてみるなど、今にして思うと、この思考の過程の繰り返しが、

1991 年（大学 2 年時） 

北アルプス・槍ヶ岳を背景に 
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その後の自分の人格形成に大きく影響していたのではないかと思います。 

登山を繰り返すことが自分自身を見つめ直すきっかけになり、そして、その再確認や修正の積み重ねに

よって今の自分があります。今後も立ち止まって考える時間が私には必要であり、そのためにも「登山」

を続けていきたいと考えています（もっとも最近は、年に数回登る程度ですが…）。 

今、自分は人生の何合目にいるのか分かりませんが、私を山にいざなってくれた亡き父に感謝しながら、

これからも頂上のある山、そして頂上の見えない山にも登り続け、自分自身を見つめ直しながら、一歩一

歩、その歩みを重ねていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

新入会員 佐藤誠一氏のプロフィール 
入会年月：2025 年 9 月 

出身学部：1974 年（昭和 50 年）商学部卒 

現住所：大和市つきみ野在住 （出身地 熊本県） 

 

＜自己紹介＞ 

大学卒業後東洋信託銀行（三菱 UFJ 信託銀行）入行。 各地の支店長、関係会社役員 

歴任 「遺言信託については草分け的存在」。リタイア後はフイナンシャルプランニングの会社設立、税理

士法人顧問。家族４人（妻、長男長女）、孫が来年４月から早稲田大学商学部入学。 

 

趣味は旅行、毎年妻と海外旅行（主としてヨーロッパ旅行） 

大和稲門会には銀行時代から旧知の佐藤知明氏に勧められ 2025 年９月入会。同 12 月突然突発性難聴を発

症し入院、近々再入院予定で治療中。体調回復後は稲門会活動に参加を予定しており、大和稲門会会員の

皆様どうぞよろしくお付き合いください。 

 

 

 

新入会員 松田真弘氏のプロフィール 

入会年月：2025 年 9 月 

出身学部：1991 年（平成 3 年）法学部卒 

現住所：大和市下鶴間在住 

 

＜自己紹介＞ 

大手企業で経営企画業務に従事し、2 級キャリアコンサルティング技能士、産業カウ

ンセラー、アスリートキャリアコーディネーターなどの資格を有し、企業内キャリアコンサルティング活

動も行っております。 

また大和市市民参加推進・評価会議委員として活動しております。 

専門活動領域は経営改革・組織風土改革、エンゲージメント向上、ハラスメント対策まで幅広く、社内研

修も担当しております。 

仕事以外では音楽や映画などの芸術に関心があり、note で記事投稿や音楽制作活動を行っております。 

一人息子も 2025 年早稲田卒で独立し、現在は妻と二人暮らしです。大和稲門会を通じたネットワーク作

りにより、大和市内の企業５年経営改革と人材育成、そして働く方々やアスリート（スポーツに励む子供

たち含む）のキャリア形成支援を通じ、大和市の組織と人の成長に貢献していきたいと思っております。 

新 入 会 員 紹 介 
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新入会員 結（ユイ）純子（本名：久保田純子）のプロフィール 

 入会年月：2025 年 10 月 

 出身学部：1965 年 教育学部（英語英文学科）卒 

 現住所 大和市西鶴間在住 

 

＜自己紹介＞ 

 新宿区下落合で育ち、新宿高校から両親が教師だったこととから早稲田大学教育学

部に進み教員免許を取得。ただ教員にならず、演劇の世界に。俳優小劇場から「三十

人会」に参加、更に７人（ほかい人群と称す）による芝居の旅を続ける。 

 1999 年芸術祭優秀賞受賞の愚安亭遊佐の一人舞台「人生一発勝負」で脚本、演出を行う。その後結純子

の一人舞台を各地で演じる。代表作「地面の底が抜けたんです～あるハンセン病女性の不屈の生涯」では

筑紫哲也をはじめ多くの著名な評論家から高い評価を受ける。久保医療文化賞、大和市芸術祭賞を受賞。 

 2022 年パートナー死去、ひとり娘は 3 人家族で世田谷区住まい。演劇関係の仲間と月 1 回ワークショッ

プを開催。大和稲門会の皆様どうぞ宜しくお願い致します。 

 

１．本年度（2026 年度）の会計年度について 

2026 年度の会計年度は、2026 年 1 月～2026 年 12 月 （1 か年）となっております。 

２．本年度（2026 年度）の年会費納入のお願い 

 本年度の年会費につきまして、納入の時期となりましたのでご案内申し上げます。 

年会費は 5 千円です。 

なお、すでに 2026 年度分まで納入済みの方は、以下の 9 名の方々です。 

 小林 美佐子 佐藤 逸郎 柴田 哲也 高田 博 古木 敏幸 橘川 泰一 古谷田力 堀合研二郎  

遠藤 崇哲 

2025 年度分未納の方は、別途連絡いたしましたが、2026 年度分と合わせて納入ください。 

 

３，納入方法は郵便振込または銀行振り込みをご利用ください。 

  郵便振込 同封の郵便振込票をご利用ください（振込料当会負担） 

  銀行振込 横浜銀行中央林間支店 普通預金 口座番号 1155943  

                  口座名義 早稲田大学大和稲門会 

４，会費納入についての問い合わせは下記にご連絡ください 

   大竹 昌彦   電話     080-6207-9476 

           メールアドレス masa1808@gmail.com 

 

      

**************** 「編集後記」 ****************** 

「稲門やまと」は大和稲門会の会報として年 2 回発行していますが、紙面向上のため会員 

の意見を聞きましたところ、「報告事項だけでなく会員の投稿も読みたい」とのご意見が 

ありました。そこで、今回は 2 名の会員からの寄稿を載せております。今後もより充実 

した紙面を目指しますので、ご意見をお寄せください。 

さて、年が明け 2026 年（令和 8 年）を迎えました。今年 1 年が大和稲門会にとって飛躍 

の年になることを、そして会員の皆様にとっても素晴らしい年となることを編集委員一同 

祈願しております。（編集委員一同） 

       会 計 便 り          会計 大竹昌彦 

mailto:masa1808@gmail.com

